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「上空から撮影した、オオヒシクイとオニバスの里･水の公園 福島潟と、水の駅『ビュー福島潟』」場所：福島潟（新潟市北区など）／佐藤安男氏撮影

この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 28 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

※２「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。

利再来
り さい くる

期間  7月24日（水）～8月18日（日）
時間  毎日・10時～と14時～の2回
※期間中7/29、8/5、8/13は休館日です。

参加  各回先着20名
※受付は開始30分前から

ふれあい館にて！ 
参加無料！

夏休みこども工作
2019年工作
カレンダー

工作に参加
してスタンプ
を集めよう！

けい品が
もらえるよ！

※ 未就学児は、危険防止のため保護者と一緒に参加してください。
　また、都合により、内容を変更・中止することがあります。

アクセス増加中！

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？
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れ
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阿賀流域の今昔をめぐる多様な「学び直し」を目指して

今号表紙の写真「福島潟の眺望」
　潟の多い新潟市の中でも、最大の潟湖・福島
潟。オオヒシクイやオニバスなどの動植物や、四
季折々の景観を楽しみに、多くの人が訪れます。
情報発信拠点である水の駅「ビュー福島潟」を、
はるかにしのぐ上空から撮影された一枚。

　第28号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号は、いよいよ今年度から始まった新しい試み「阿賀流
域再発見・連続ツアー講座」の特集です。100名超の方からご
応募いただき、当日は大盛況でした♪ さらに、講座でガイド
を務めるなどご協力いただいた「水の駅『ビュー福島潟』」さ
んを「阿賀の宝もん★発掘レポート」で取材しています☆
　10月発行予定の次号もご期待ください！

休館ゆらゆら
モビール

住所  新潟市北区前新田字新々囲乙 364-7
TEL 025-387-1450 ／ FAX 025-387-1451
メール  fureai@abeam.ocn.ne.jp
ホームページURL  http://www.fureaikan.net/
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絵本「みなまたの木」原画展
～子どもたちに語りつぐ～

2019 年8/4（日）～17（土）

絵本作者 ● 三枝三七子

　絵本「みなまたの木」は、九州・熊本県水俣市の海沿いに立つ一本の「松の
木」が、河川から海に流れ出た有機水銀が原因で起きた水俣病に伴う悲劇を回
顧する物語。その絵本の原画展を、新潟で開催します。

新潟日報メディアシップ 　　　　 20 階  そらのギャラリー
鑑賞時間（メディアシップ開館時間）●8時～ 23 時まで
（※初日〔8/4〕のみ 13 時開始、最終日〔8/17〕のみ 16 時終了）

新潟市中央区
万代 3-1-1

み えだ み な こ

主催：新潟水俣病阿賀野患者会　　　　  025-244-0178お問合せ
企画・運営：みなまたの木・プロジェクト（水俣病問題に関心のある学生・市民で結成）

後援：新潟県・新潟市・阿賀野市・五泉市・阿賀町・新潟日報社・朝日新聞新潟総局・
読売新聞新潟支局・毎日新聞新潟支局・産経新聞新潟支局・NHK 新潟放送局・
BSN新潟放送・NST・TeNYテレビ新潟・UX新潟テレビ 21・新潟県写真家協会

入場無料

※１水俣病で壊れた地域の人と人の絆、人と自然との関係を再び紡ぎ直すこと。


